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平成２９年３月２７日（月）

老球の細道３１５号

よいものはカタツムリのように進む、

そして休まない

会津バスケットボール協会 室 井 冨 仁

平成２８年度の「シュートクリニック」が終了した。シュートだけに特化したクリニッ

クで、毎月土曜日の１８時から２０時まで行った。月に１回私がテーマにそって指導し、

残りの３回は二瓶氏がその熟練化を指導する。会津管内から小学生、中学生、高校生まで

常時２０名から３０名くらいが参加してくれた。今年度のテーマは下記のとおりである。

①４月９日（土） ワンハンドシュートのフォーム作り

②５月７日（土） ジャンプシュートのフォーム作り、フリースローの打ち方

③６月２５日（土）ドリブルプルアップジャンプシュート、３種類のバリエーション

④７月２３日（土）正しいランニングシュート、５種類のバリエーション

⑤８月２０日（土）ゴール下のプロテクトシュート、４種類のバリエーション

⑥９月２４日（土）シュートフィニッシュ（Ⅰ）ブロックをかわす

⑦１０月２２日（土）シュートフィニッシュ（Ⅱ）ヘルプデイフェンスをかわす

⑧１１月２６日（土）シュートフィニッシュ（Ⅲ）ドリブルでかわす

⑨１２月２０日（土）ムービングシュート。色々なミートキャッチからのシュート

⑩１月２１日（土） アウトサイドプレイヤーのシュートセレクション

⑪２月２５日（土） ローポストプレイヤーのシュートセレクション

⑫３月１８日（土） スクリーンを使ったシュートセレクション

このクリニックは今年度で２年目を終えたが、２年間休まず参加してくれた選手の成長

は目にみはるものがあった。特に、女子についてはワンハンドシュートで３Ｐシュート、

ジャンプシュートが打てるようになった。男子については中学生はジャンプシュートで３

Ｐが打てる、小学生は正規のゴール、７号ボールでジャンプシュートが打てる、フリース

ローが打てることを目標にしたが、小学男子で３Ｐまで打て、しかも入る子が数名育った。

２年間の歩みはカタツムリのようにゆっくり、のろのろしていたが、休まず歩み続けた

子どもたちは着実に実力をつけていた。まさに継続は力なり。毎週自チームの練習終了後

に指導に携わっていただいた二瓶氏のタフネス指導の賜物である。そしてもう一つ忘れて

いけないのは、クリニックの場に子どもたちを送迎し、体育館で子どもたちの練習する姿

を見守るだけでなく、コートに立ちながらアシスタントする保護者の支援である。

トップアスリートの成長の陰には必ずスーパーペアレンツ（保護者）の存在あり。日本

体育協会発行『Ｓｐｏｒｔｓ Ｊａｐａｎ』（ｖｏｌ・３０）にアスリート育成、子育て

の「家族哲学」として、プロテニス選手杉山愛の母親の【子どもは社会からの預かりもの

「大切１０か条」】が掲載されている。コーチや爺にも十分通用する哲学である。

①互いを「尊重し合う」ことの大切さ②子どもに「求められている」ことの大切さ③「気

づく」ことの大切さ④目標を持って「続ける」ことの大切さ⑤「正しい答え」は一つでは

ないことの大切さ⑥「絶対評価」であることの大切さ⑦何でも「楽しく」してしまうこと

の大切さ⑧「励ます」ことの大切さ⑨「ほめる」ことの大切さ⑩「待つ」ことの大切さ。

子ども、コーチ、保護者三位一体となってこそ子どものスキルと人間力は高まる。


